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熊本市とその周辺の熊本都市圏は熊本県内人口の半分の約90万人が住んでいます。ここで生活に利用

する水の全量が地下水で天然のミネラルウォーターの水質を誇っており、また、人口密集地でありながら

いたるところで清冽な湧水に恵まれる世界に稀な水環境を享受しています。 

しかし、近年の都市化と、食生活の変化がもたらす米作農業の衰退により、水源地域の涵養機能は減少

し、湧水の枯渇が危ぶまれています。 

水の循環をキーワードとして、都市住民と涵養地域住民の協働による食と農の循環と交流について意見

交換を行い、熊本地域の水環境を支える仕組みについて考えてみましょう。 
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